
昭和電工株式会社及びそのグループ会社との公害防止協定の改正について 

 

 

１ 概要 

 大分県及び大分市は、大分石油化学コンビナート内の昭和電工(株)及びそのグループ

会社との間で、各社を連名とする「公害防止に関する基本協定」を締結しており、さら

に規制値等の詳細な事項を規定した「公害防止に関する細目協定」を定めている（以下、

一括して、「公害防止協定」という。）。 

 今回、昭和電工(株)の連結子会社である昭和電工ガスプロダクツ(株)が、液化炭酸ガ

スの製造設備を大分石油化学コンビナート内に設置することを決定した。 

 昭和電工ガスプロダクツ(株)は、これまで大分石油化学コンビナート内に生産設備等

を有していなかったが、今回初めて、製造設備を設置するため、平成 29 年 11 月 17 日付

けで「公害防止協定」の締結企業に昭和電工ガスプロダクツ(株)を追加した。 

 

２ 従来の大分石油化学コンビナート内の公害防止協定締結事業者 

 ・昭和電工(株)   ・日本硫炭工業(株) 

 ・鶴崎共同動力(株)   ・大分ケミカル(株) 

 ・日本エラストマー(株)  ・日本ポリエチレン(株) 

 ・(株)鶴崎サンソセンター  ・サンアロマー(株) 

 ・日油(株) 

  

３ 昭和電工ガスプロダクツ(株)の概要 

 設立年月日：1944 年 3 月 

 本社所在地：神奈川県川崎市幸区大宮町 1310 番地 

 事 業 内 容：液化炭酸ガス、ドライアイス、酸素、窒素、アルゴン等の産業ガスの製       

       造販売等 

 

４ 今回の計画の概要 

 大分石油化学コンビナート内の既存の製造設備から副生産物として生成される炭酸ガ

スを受入れ、不純物を除去し、圧縮して液化炭酸ガスを製造する。 

 稼働予定：2018 年 8 月 

  従業員数：10 名程度 

 
５ その他 

  新設プラントの諸元が決定した後、「公害防止に関する細目協定」の改正内容について、 
 環境審議会（総合政策部会）に諮問する。 
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